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概要 
（100～150 字程度） 

本共同研究は、IL-6 アンプによる炎症誘導と長鎖ノンコーディン

グ RNA (lncRNA)の生理学的機能との関連性を明らかにすることを目

的としている。現在、IL-6 アンプの中核となる転写因子の発現並び

に機能制御に関わる候補 lncRNA をピックアップし、非免疫系細胞に

おける IL-6アンプ促進に与える影響について検討を進めている。 
 

研究目的 
（300 字程度） 

慢性炎症は様々な疾患の発症に関わっていることから、炎症の発

症機序を分子レベルで解明することは多様な炎症性疾患に対する新

規治療法の開発に繋がる。申請者の研究室は、lncRNA の生理学的機

能を数多く明らかにしてきた。本研究では、村上研究室独自のコン

セプトである炎症誘導機構「IL-6アンプ」の誘導における lncRNA の

機能について調べる 

研究内容・成果 
（1000 字程度・Web 会議の回数

も記載） 

現在、IL-6アンプの中核となる転写因子 NF-kB及び STAT3 の発現並

びに機能制御に関わる候補 lncRNAをピックアップし、非免疫系細胞

において当該候補 lncRNAを欠損させ、サイトカイン刺激によって誘

導される IL-6アンプ促進に与える影響について検討を進めている。

今後、変化が認められた場合、村上研にルーティンで行われている

皮膚炎、関節リウマチ、多発性硬化症などの慢性炎症疾患モデルを

lncRNA 変異マウスに適用し、lncRNA の欠損がどの程度病態に影響す

るのか、マクロトームやフローサイトメトリー、免疫学的組織化学

染色法を駆使して解析を行う。 

これまで我々が行ってきた lncRNAの生理学的機能解析を自己免疫

疾患モデルなどに適用し、村上研が得意とする T 細胞や非免疫細胞

という新たな視点から解析を進めることにより、新しい視点からの

炎症メカニズムや免疫応答機構の発見につながることが期待され

る。 
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